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運営推進委員

近隣事業所

法人代表

職員

議題

利用状況報告 利用状況報告　　R6.2月末現在

【小規模多機能かたぎはら】　

介護度 申請中 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５

男性 0名 0名 1名 2名 0名 0名

女性 0名 1名 6名 4名 5名 0名

利用回数

介護度 申請中 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５

男性 0名 0名 1名 2名 0名 0名

女性 1名 2名 6名 4名 3名 0名

利用回数

連泊者　1名　　　

（介護者が入院し、独居生活が難しいため）

→承認いただいた。

過少サービス（週4回未満の利用者）　なし

議事録
令和5年度第6回運営推進会議

令和6年3月6日

9：30～11：20

西京ふれあい地域福祉センター　2階　地域交流室

柿迫　稔夫　　　　（小規模多機能かたぎはら・グループホームかたぎはら施設長）

溝口　和代様　　　（西京区社会福祉協議会　地域福祉コーディネーター）

棚橋　和代様　　　（樫原学区民生児童委員協議会　副会長）

福田　啓子様　　　（グループホームしらかば　所長）

小石　敦子様　　　（樫原学区社会福祉協議会　会長）

中平　克樹様　　　 （高齢サポート西京南部　センター長）

今西　丈晴　　　　（介護保険事業部付施設長　）

岩﨑　由香里　　 （小規模多機能かたぎはら・グループホームかたぎはら副施設長）

訪問　467回 通い:延べ　322回 泊り:延べ　107回

1月実績　　登録20名　実利用19名

2月実績　　登録　21名　実利用19名

訪問:延べ　515回 通い:延べ　307 泊り:延べ　　104回



【グループホームかたぎはら】　R6.3月1日現在

介護度 要支援２ 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

男性 0名 0名 0名 0名 1名 0名

女性 0名 4名 3名 6名 4名 0名

活動報告 活動報告　　R6.1‐2月　　　別紙参照(広報誌参照)

【小規模】

①　初詣

➁　正月遊び

③　節分レク（京都中央看護保健大学校）

④　バレンタイン（地域交流）

⑤　誕生日会

【GH】

①　正月遊び

➁　ほんわか広場（公園体操）

③　節分レク（京都中央看護保健大学校）

④　バレンタイン（地域交流）

⑤　誕生日会

→公園体操は月に1.2回程度継続して参加されている。人のやりくりも大変でしょうが

出来るだけ続けていきましょうとご意見をいただく。

→バレンタイン企画などは、定員を超える申し込みがあったことから、すこしずつ、地域

に認知されているとご意見をいただく。

広報誌等で説明させていただいた

2月22日　女性入所　　　2月26日　女性入所

入居者数　　18名（男性2名・女性16名）　



事故報告 事故・ヒヤリ・苦情報告　　

【小規模多機能かたぎはら】

事故 ヒヤリ 苦情

1月 3件 0件 0件

2月 4件 0件 0件

【グループホームかたぎはら】　

事故 ヒヤリ 苦情

1月 4件 2件 0件

2月 7件 2件 0件

【事故】転倒２件　車両事故２件　薬の服用支援忘れ1件　食事の一部出し忘れ1件
安否確認の電話忘れ1件

　転倒事故は2件とも送迎中に発生しました。特に車イスご利用者の転倒は、自宅ス
ロープを職員１名が支援して降りていましたが、職員がバランスを崩し、そのままご利
用者も車イスごと転倒されました。速やかに応急処置し、近隣の病院を受診、検査等
異常無く、その後も継続して当館をご利用されています。スロープが急勾配で滑りやす
いため、以降安全確保のため職員2名で介助、またはご家族にお手伝い頂きながら、
スロープを降りて行きます。
　車両事故は2件とも左折時にコンクリート製の花壇などに接触して車体に傷が付きま
した。ご利用も乗車されていましたがお怪我などありませんでした。右左折をする場合
は、広く余裕をもって運転する事を再確認しました。また死角になる場所へは分かりや
すいように三角コーンを設置し、事故の予防に努めています。
　薬の服用支援忘れ１件は朝にご利用者宅へ訪問した際、ご利用者の服薬を机の上
に置いたまま忘れてしまい、服薬出来ていませんでした。速やかに主治医に連絡し、
許可を得て時間帯を変更して服薬頂きました。ご利用者の体調など影響ありませんで
した。訪問時の支援手順を見直し、服薬支援を優先的に行うよう再確認しました
また食事の一部出し忘れや安否確認の電話忘れについて、それぞれの支援手順を
再確認し、事故防止に努めています。

【ヒヤリ】　0件　【苦情】　0件

　物損事故は3件全て台所で起きており、利用者様のお箸や水筒のパーツの破損、そ
の他施設備品であるピッチャーの破損がありました。物品を扱う際、特に利用者様の
持ち物を取り扱う際には大事な持ち物を預かっているとの意識を持つことが必要。
　転倒事故については、自身で動かれて転倒されたという状況にあるが、利用者様一
人ひとりの状況をアセスメントし、転倒予防の可能性をもっと深く探るように努めます。
　また、爪切りの際に皮膚を傷つけ出血に至ったが、白癬により爪の変形や厚みがあり
困難さはあるが、慎重に怪我のないよう行っていきます。

【事故】　物損3件　異食１件　衣類返却間違い１件　転倒3件　転落１件　内出血１
件　爪切り時の切創による出血１件

【ヒヤリ】　転倒リスク3件　ベッド柵付け忘れ１件

　転倒事故につながる可能性のあるヒヤリ事象がありました。
　ベッド柵の付け忘れが1件、転倒は免れたが転倒の恐れがあったケースが2件。
　他の利用者に突き飛ばされ転倒リスクがあった1件の合計4件ありました。
　転倒事故にはならなかったが、前述のように常に転倒リスクを意識し転倒予防に努
めていきます。

【苦情】　０件



委員会活動 身体拘束適正化委員会

虐待防止・プライバシー保護　内部研修について説明させて頂く

虐待防止委員会

介護におけるプライバシー保護の指針(案)の説明をさせて頂く

→承認したいただく

その他

1　　虐待防止・プライバシー保護　内部研修（報告）

2　　施設内イベント　節分

3　　バレンタイン　手作りチョコづくり（地域交流）

4　　地域　内部研修（報告）

5　　京都手をつなぐ育成会研修（認知症サポーター養成講座）

6　　第１回ヒトトバへの参加について等

→区社協委員より、初めての取り組みであるので、ぜひ参加くださいとお誘いをうける。

7　　各委員の皆様の次年度の動きについて

→学区社協の会長が交代される。包括のセンター長が異動で交代される予定だと話される。

8　福祉のまちづくりにかたぎはらが掲載されました

2号続けてかたぎはらでの取り組みが掲載されました。HPでも公開しています。

→地域役員の方には配られていて、知っている人もいるが、もっとアピールした方が良い

→小規模多機能の意味を理解できている人が少ない。地域のサロン等で説明した方が良い

樫原学区のサロン活動の際そのような機会を作るので、話してもらったらどうか

（ぜひさせて頂きたいとお答えさせていただく）

→3/30シオンの里にてぐれいぷマルシェ開催の案内

→シオンの里にて4/17～シオンカフェ再開（毎月第三水曜日14：00～15：30）

地域交流、内部研修等について別紙で説明させて頂いた（別紙参照）

小規模多機能
サービス外部評
価について

→プライバシーのとらえ方について意見交換を行った。（１人体制の際に複数の利用者の見守りを
しつつ排泄介助の個室でも介助や見守りをしないといけない状況の時どうするかなど）

→事業所内での個人情報記載書類をコピーする際にセンター長への許可を得る等が必要との助
言をいただいた。

→居室前の氏名の掲示に関して見学者等外部の方等からのプライバシー保護の方法についてご
意見をいただいた。（札を裏返す、紙や布を１枚つけるなどで、見えない工夫）

小規模多機能型居宅介護　「サービス評価」を作成したが評価内容について委員の皆様に確認し
ていただいた。


